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昨
年
12
月
に
広
島
高
裁
は
、
伊
方
原

発
３
号
機
の
再
稼
働
を
停
止
す
る
よ

う
に
命
じ
、
裁
判
長
は
「
阿
蘇
山
で
巨
大

噴
火
が
起
き
て
、
原
発
に
影
響
が
出
る
可

能
性
が
小
さ
い
と
は
言
え
ず
、
新
し
い
規

制
基
準
に
適
合
す
る
と
し
た
原
子
力
規
制

委
員
会
の
判
断
は
不
合
理
で
あ
る
」
と
指

摘
さ
れ
た
。
ま
た
、
政
府
の
地
震
調
査
委

員
会
は
、
四
国
の
活
断
層
の
長
期
評
価
を

見
直
し
、
大
地
震
発
生
率
を
最
高
の
Ｓ
ラ

ン
ク
と
し
た
。
四
国
周
辺
で
は
、
こ
の
活

断
層
と
は
別
に
南
海
ト
ラ
フ
地
震
が
70
％

の
確
率
で
起
こ
る
と
さ
れ
て
い
る
。
そ
う

い
っ
た
中
で
、
Ｕ
Ｐ
Ｚ
30
キ
ロ
メ
ー
ト
ル

圏
内
の
本
市
と
し
て
、
地
元
自
治
体
と
し

て
の
考
え
を
伺
う
。

　
　
伊
方
原
発
３
号
機
再
稼
働
は
、
伊
方

町
と
愛
媛
県
の
同
意
を
得
た
上
で
原

子
力
規
制
委
員
会
の
審
査
を
経
て
決
定
さ

れ
る
こ
と
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。
愛
媛
県

が
同
意
を
さ
れ
る
際
に
は
、
八
幡
浜
市
の

意
見
を
聞
く
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
が
、

そ
の
他
の
市
町
の
意
見
を
聞
く
こ
と
に
は

な
っ
て
い
ま
せ
ん
の
で
、本
市
を
は
じ
め
、

Ｕ
Ｐ
Ｚ
圏
内
の
市
町
か
ら
災
害
時
に
お
け

る
住
民
避
難
の
様
々
な
課
題
に
関
す
る
意

見
や
要
望
を
愛
媛
県
知
事
に
直
接
申
し
入

れ
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
と
こ
ろ
で
す
。

　
　

自
治
体
ク
ラ
ウ
ド
と
は
、
民
間
の

デ
ー
タ
セ
ン
タ
ー
に
住
民
情
報
を
預

け
、
自
治
体
向
け
の
専
用
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

を
通
じ
、
デ
ー
タ
を
送
受
信
で
き
る
仕
組

み
で
あ
る
。
自
治
体
は
、
３
月
ま
で
に
導

入
時
期
や
共
同
利
用
を
見
込
む
自
治
体

名
、
預
け
る
情
報
の
種
類
を
記
し
た
基
本

計
画
を
策
定
し
、
国
に
報
告
す
る
よ
う
に

な
っ
て
い
る
そ
う
だ
が
、
本
市
の
計
画
は

ど
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
の
か
。

　
　
自
治
体
ク
ラ
ウ
ド
の
導
入
計
画
は
、

地
方
公
共
団
体
に
お
け
る
ク
ラ
ウ
ド

導
入
に
係
る
ロ
ー
ド
マ
ッ
プ
が
平
成
29
年

11
月
に
総
務
省
に
よ
り
策
定
さ
れ
た
こ
と

を
受
け
、
本
市
で
も
導
入
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

及
び
対
象
と
す
る
業
務
の
２
項
目
に
つ
い

て
検
討
し
、
ク
ラ
ウ
ド
導
入
に
係
る
計
画

と
し
て
２
月
末
に
策
定
し
ま
し
た
。
計
画

で
は
、
導
入
予
定
時
期
を
現
行
の
基
幹
系

シ
ス
テ
ム
の
更
新
時
期
と
な
る
平
成
32
年

度
と
し
、
対
象
予
定
業
務
に
は
、
住
民
情

報
、
税
、
国
民
健
康
保
険
、
国
民
年
金
、

福
祉
業
務
と
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
共
同

利
用
を
見
込
む
自
治
体
と
し
て
は
、
愛
媛

県
下
で
同
じ
基
幹
系
シ
ス
テ
ム
を
導
入
し

て
い
る
本
市
を
含
む
合
計
12
団
体
を
想
定

し
て
お
り
、
現
在
、
愛
媛
県
と
と
も
に
自

治
体
ク
ラ
ウ
ド
推
進
員
ワ
ー
キ
ン
グ
グ

ル
ー
プ
を
設
置
し
、
導
入
に
向
け
た
検
討

協
議
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
　

就
学
援
助
制
度
は
、
所
得
が
低
い
世

帯
の
小
中
学
校
に
通
う
児
童
生
徒
の

教
材
や
給
食
な
ど
の
費
用
を
援
助
す
る
制

度
だ
が
、
申
請
が
こ
れ
ま
で
は
入
学
後
の

４
月
か
ら
と
な
っ
て
い
た
た
め
、
入
学
準

備
に
必
要
な
学
用
品
等
の
購
入
が
一
時
的

に
保
護
者
の
負
担
と
な
り
、
入
学
準
備
金

の
支
給
を
も
っ
と
前
倒
し
で
き
な
い
か
と

の
声
も
あ
る
。
小
学
校
入
学
前
の
支
給
を

早
急
に
実
施
す
べ
き
と
考
え
る
が
、
市
の

考
え
を
伺
う
。

　
　
平
成
30
年
度
の
入
学
予
定
者
に
は
、

就
学
援
助
希
望
申
請
書
の
受
付
期
間

を
定
め
、
４
月
に
市
内
の
小
中
学
校
へ
の

就
学
を
確
認
し
た
上
で
、
認
定
事
務
を
早

め
、
従
来
６
月
上
旬
と
し
て
い
た
支
給
時

期
を
、
３
月
25
日
ま
で
に
申
請
書
を
提
出

し
た
方
に
は
、
４
月
下
旬
に
支
給
で
き
る

よ
う
対
応
す
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。

　

入
学
準
備
金
の
入
学
前
支
給
を
実
施
す

る
場
合
に
は
、
就
学
前
年
度
の
早
い
時
期

に
申
請
受
付
と
認
定
を
行
う
必
要
が
あ

り
、
支
出
ま
で
の
一
連
の
事
務
の
見
直
し

や
支
給
後
に
市
外
へ
転
出
し
た
場
合
の
対

応
な
ど
課
題
が
あ
り
ま
す
。
今
後
は
、
課

題
解
消
に
向
け
、
先
行
市
町
の
取
り
組
み

を
参
考
に
し
な
が
ら
入
学
準
備
金
の
さ
ら

な
る
早
期
支
給
の
実
現
に
向
け
て
検
討
し

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
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①
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②
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④
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